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令和 6 年 9 月 24 日 

会員・賛助会員 各位 

一般社団法人  日本臨床衛生検査技師会  

関甲信支部 支部長 根本 誠一 

                              

 

第 26 回 日臨技 関甲信支部・首都圏支部 

輸血検査研修会の開催について（通知） 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。  

 日頃より当会の運営にあたりご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。  

 さて、当会では、臨床検査技師を対象に生涯教育の一貫として、倫理の高揚・資質の向

上を目指し、その生涯教育の一環として部門別研究班担当による研修会を開催しておりま

す。 

 つきましては、下記の研修会を案内いたしますのでご参加のほどよろしくお願い申し上

げます。 

謹白 

記 

 

１ 日  時 

① 現地開催：令和 6 年 12 月 15 日（日）10：00 ～ 16：40 

② オンデマンド配信：令和 6 年 12 月 23 日（月）10：00 

～ 令和 7 年 1 月 20 日（月）23：59 

２ 研修会場 

① 現地開催：山梨県立図書館 2 階 多目的ホール  

〒400-0024 山梨県甲府市北口 2 丁目 8-1 

② オンデマンド配信：日臨技システム使用(現地開催の全内容を配信予定) 

３ 研修内容  テーマ「学び直し」  

○講演 1  

『血液型検査におけるピットホール』  

講師：株式会社カイノス 丸橋 隆行 先生 

○講演 2 

『当院の輸血細胞治療部を取り巻く状況〜特殊な止血凝固系異常疾患への輸血，  

アフェレーシス業務への取組み〜』  

講師：山梨大学医学部附属病院 輸血細胞治療部 髙野 勝弘 先生 

○講演 3 

『「輸血療法の実施に関する指針」を読み解く』   

講師：東邦大学医療センター大森病院 輸血部 奥田 誠 先生 

○パネルディスカッション 

『輸血検査こんな時どうする in 山梨』 

講師：山梨県臨床検査技師会輸血検査研究班  

○シンポジウム『輸血医療とコミュニケーション』  

1.「安全な輸血療法を目指して-臨床側とのコミュニケーション-」 

 講師：東邦大学医療センター大森病院  輸血部 田中 美里 先生 

2.「積極的にコミュニケーション-円滑な輸血業務遂行を目指して-」 

 講師：東海大学医学部付属病院  臨床検査技術科 輸血室 池田 瞳 先生 

3.「チームを“つなぐ”伝える力」 

 講師：藤田医科大学医療科学部 /藤田医科大学病院輸血部 松浦 秀哲 先生 



※ 研修会内容・日程についての詳細は開催プログラムをご覧ください。  

※ 講演 2は日本臨床衛生検査技師会および日本輸血・細胞治療学会共同事業協議

会における後援事業より、日本輸血・細胞治療学会に講師を依頼しております。  

 

４ 参 加 費  

①  現地参加：3,000 円 (非会員 5,000 円、学生 1,000 円)   

②  オンデマンド配信：3,000 円  

 ※現地とオンデマンドの重複受講はできません。 

 

５ 生涯教育 ：専門 20 点 

 

６ 連 絡 先 ：〒409-3898 山梨県中央市下河東 1110 

山梨大学医学部附属病院  検査部輸血細胞治療部 原 順一  

Tel：055-273-9543（内線 4728） 

 E-mail：jhara@yamanashi.ac.jp  

 

７ 緊急連絡先：参加者に別途ご連絡いたします。 

 

８ 申込期間 ：令和 6 年 10 月 10 日（木）～12 月 10（火） 

 

９ 申込方法 ：日臨技ホームページの会員専用サイトからログインして事前参加登録        

を行ってください。現地開催とオンデマンド配信はそれぞれ別の「行事

コード・行事名」からの登録になります。  

        

10 支払い方法：受講料は事前参加申込時にクレジットカード決済されます。  

        

 

 

以上 
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